
	

泌尿器外科 / 犬・猫	

膀胱結石摘出術（開腹）	

	

対象	
犬・猫	

手術時間	
45～90分	

入院	
1～3泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

お腹を切開して膀胱を直接開き、結石を摘出する標準的な手術です。大きな結石・数が多い結石・腹
腔鏡の適応外と判断される症例で行います。すべての結石を確実に摘出でき、膀胱内の視診や生検も
同時に行えるのが特長です。	

■ この手術が必要なとき	

・大きな膀胱結石がある	
・数が多い結石（砂粒状のものを含む）	
・食事療法・内科治療で改善しない結石	
・尿道閉塞を繰り返している	
・腹腔鏡の適応外と判断された場合	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけ、気管挿管を行います	
② 下腹部（臍の下）を切開します	
③ 膀胱をお腹の外にそっと引き出します	
④ 膀胱壁を切開します	
⑤ 生理食塩水で洗い流しながら、すべての結石を摘出します	
⑥ 膀胱内を視診し、必要に応じて生検します	
⑦ 膀胱・腹壁を縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 1～3泊が目安です。退院前にX線検査で結石が残っていないかを確認します。	

■ 術後のケア	

・抜糸は 10～14日後が目安です（吸収糸の場合は不要なこともあります）	
・結石の種類に応じた専用の療法食を継続します	
・水分をしっかり摂り、尿を薄める工夫を続けます	
・術後数日は頻尿・血尿が見られることがありますが、次第に改善します	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・尿漏れ（縫合不全）	
・感染	
・結石の再発	
・膀胱刺激症状（術後数日の頻尿・血尿）	
・砂粒状結石の一部取り残し（まれ。多くは療法食で溶解します）	

■ よくある質問	

Q. 結石は全部取り切れますか？	
A. 術後にX線で確認します。砂粒状の結石が多い場合は取り残しが出ることもありますが、その多
くは療法食で溶解します。	
Q. 術後すぐ普通に排尿できますか？	
A. 術後数日は頻尿や血尿が見られることがありますが、次第に改善していきます。	
Q. 再発を予防するには？	
A. 結石の種類に合わせた専用療法食の継続と、水分摂取を増やすことが最大の予防策です。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
	


